
200８年

 

11月６日（木）

 

13:30~1７:０0 
(受付13:00)

会場：屋久島町総合センター 参加

 

無料

主催：総務省九州総合通信局、屋久島町

後援：鹿児島県

▼プログラム

定員100名

「離島におけるブロードバンドの整備と利活用」

国立大学法人鹿児島大学

 

学術情報基盤センター長
升屋

 

正人（ますや

 

まさと）氏

「地域情報化がもたらす効果
～地域活性化と生活の質の向上に向けた実証～」

特定非営利活動法人ナレッジネットワーク理事長

 

柳田

 

公市（やなぎだ

 

こういち）氏

▼13:30 開 会

▼13:50～15:20 講演Ⅰ

▼15:30～17:00 講演Ⅱ

屋久島町安房１８７－１

▼17:00 閉 会

総務省などの支援を受け、鹿児島県内の離島を主な対象としてブロード

 

バンド情報通信基盤の整備を低コストで行う方法の研究開発を進めてい

 

ます。国内最長区間となる指宿市山川－三島村竹島間の海上無線LAN 
通信や、十島村平島での全世帯ブロードバンドエリア化の取り組みなどを

 

紹介します。

ICT利活用の目的は、地域内情報流通の円滑化に加えて、地域経済の活

 

性化、生活の質の向上に直結します。グローカルな視点での利活用は屋久

 

島発全世界へと、その躍動感あふれる明日への勇気も与えてくれます。今

 

回は具体的事例を交えながら、インフラ、コンテンツ、リテラシーの観点から

 

屋久島振興に繋がるメッセージを、お伝えいたします。
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